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　昨年の特集「頸椎前方手術Up To Date」に引き続き，今回は
「Up To Date 2」（いわゆる第 2巻）が刊行されました．御察し
のように，この2つの特集は一連の企画です．小職はかねがね，
わが国の頸椎外科が諸外国に比べて後方法にシフトしているこ
とに違和感を覚えておりました．この過剰な後方法偏重の要因
を小職なりに推測すると，以下のようになります．1）日本人の
頸椎脊柱管は狭く，巨大な後縦靭帯骨化に伴う重度脊髄障害の
患者さんがわが国で多い．当初，この難題に前方法で対応して
いた脊椎外科医の苦労は相当なものでした．2）そこに登場した
椎弓形成術が，予想以上に“良い手術”でした．前方法に比べ
て手技がはるかに容易で，術後の管理も楽でした．加えて，ど
こに責任病巣があっても，画一的な C3‒C7 の除圧で対応が可能
でした．わが国における頸椎手術の多くが後方法にシフトした
のは，もっともといえます．
　当然のことながら，前方法を行う施設が激減しました．限ら
れた施設を除き，若い先生方にとっては，頸椎の前方手術を執
刀する機会が圧倒的に少なくなりました．このことは，前方法
の技術が伝承されないということを意味します．加えて，椎弓
形成術は“良い手術”ですので，神経所見をきちんととって責
任高位を絞り込む必要がありません．このことは，診断技術の
劣化をもたらした感があります．
　当たり前といえば当たり前ですが，後方法が主流の時代の
データが蓄積し，それが解析されると，後方法では対応できな
い症例が少なからず存在することが明らかになってきました．
このような状況下，最近では，前方法への揺り戻しが生じてい
るように思います．幸いにも，後方法主流の時代にあっても前
方法を続けてきた施設では，手術手技の向上に関するノウハウ
が蓄積されました．前方法の合併症の詳細も解析され，それら
に対する対策も整備されつつあります．
　一昨年の本誌の編集会議で，前方法の最近の進歩についてま
とめてみたいと思い，本特集を提案いたしました．整形外科と
脳神経外科の共同企画となり，飛驒一利先生と一緒に企画を進
めました．さまざまな前方術式が候補として浮上したため 1 巻
では収まらず，当初から 2巻での構成となりました．
　この 2 巻で，ほとんどの前方法の進歩を網羅した感がありま
す．とはいえ，前方法の進歩は続いています．近い将来「Up To 
Date 3」を企画する日が訪れるかもしれません．そのとき，どの
ような内容になるのか，想像するだけで心が躍ります．
 （山崎正志）
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